
令和５年度



17時必着
（４）支援に付随する責務

（４）提案にあたってのお願い

提案書のフォーマットに必要事項を簡潔に記入の上，PDFファイルを下記アドレスへ

ご提出ください。※7月7日（金）17時必着

フォーマットはこちらよりダウンロードをお願いします。http://www.tonerico2.org/itaku/itaku-index.html

●研究課題名は，分かりやすいものを心掛けてください。

●（１）にもあるように、年度末に支出記録の提出をお願いしますので、指導教員を
決め、よく相談の上、ご応募ください。

●2024年2月に成果報告会を予定しています。それまでに結果を出せる内容にしてく
ださい。

（１）支援の内容 （２）応募条件 （３）募集スケジュール

募 集 開 始

応 募 締 切

4月 3日(月)

7月 7日(金)

書 類 審 査 7月10日(月)～
14日(金)

原子力利用とその研究は、物理学や工学が中心でした。しかし、福島第一原子力発電所の事故や

ウクライナの状況を見ると、エネルギー技術としてだけでなく、政治・社会・経済・倫理など、

様々な課題を抱えていることが分かります。東海村は、原子力研究に関わる施設や発電所によって

人口も増加し、大きく発展してきましたが、今後のまちづくりには多様な視点が必要だと考えてい

ます。これからの時代をつくっていく若い皆さんの、まちづくりや原子力利用に関する素朴な疑問

や多彩な提案をお待ちしています！

例えば

東海村って、どんな村か“知りたい”

東海村のことを同じ世代のみんなはどう考えているのか“知りたい”
同じ規模の他の自治体はどんなまちづくりをしているのか“知りたい”
自分たちの町のエネルギーや環境問題の取り組みを“考えたい”
地元の魅力を世界に伝える方法を“考えたい”

などなど、皆さんの自由な発想での提案を歓迎します。東海村を直接取り上げるものでも、知った
ことや考えたことを東海村に反映できるものでも構いません。

【応募先】

20万円(限度)/件

【問い合わせ】一般社団法人複合リスク学際研究・協働ネットワーク
担当者名：土屋 Mail：office-tonerico@tonerico2.org

茨城県内の高等学校・高等専
門学校・短期大学・大学に在
籍する学生

※1 応募時点で45歳以下
※2 個人・グループ可 採否の通知 7月18日(月)

何にいくら支出したかの記
録の提出をお願いします


